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ミサコさんの被爆ピアノがやってきた！

秋空に響きわたる五小サウンド
３・４年合唱隊＆吹奏楽部

１０月２３日（金）、第５９回山形市民合同音楽祭に３・４年生（７６名）が合唱隊とし

て出場しました。「人はみんな誰でも一人では生きていけないから、いつも素敵な友達とこ

の手をつなぐのさー♪」（歌詞 梶賀千鶴子氏）と大切な友達のことをイメージして歌うな

ど透き通った二部合唱のハーモニーが市民会館大ホールに響き渡りました。

また、２４日（土）の東部公民館祭り、２８日（水）の山形市

小学校吹奏楽発表会では吹奏楽部（３７名）が迫力あるブラスサ

ウンドを響かせました。人気アニメ「名探偵コナン」の曲は、速

いテンポで細かいリズムですが、日頃の練習の成果を発揮して上

手に演奏することができました。４年連続「東北バンドフェステ

ィバル」（仙台市）に出場してきた実績も子ども達の自信になっ

ているようです。
※吹奏楽部では、これから部員を募集しますので、興味のあるお子さん

がおりましたらぜひ応募してください。（現在、４年１０名・５年１４名・６年１３名）
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週３回の朝練習の様子

１９４５年８月６日、原子爆弾が広島に投

下。ミサコさんの家は、爆心地から１．８ｋｍ、

ほぼ焼け野原になる中、奇跡的にミサコさんの

ピアノは無事でした。ミサコさんは、この原爆

を乗り越えたピアノを通して戦争の悲惨さを

日本中の子ども達に伝えようと、広島市の調律

師・矢川光則さんに託しました。

ミサコさんのピアノを弾いて音を確かめる子ども達
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９月３０日(水)、ミサコさんのピアノは、はるばる広島から

本校３階の視聴覚室に運ばれました。矢川さんと一緒に来られ

たピアニストの福田直樹さんが、ベートーヴェンの「月光」を

静かに弾き始めると、被爆ピアノを前にした子ども達は、その

音に吸い込まれたかのように真剣な表情で聴いていました。

国語の教科書には、４年「一つの花」や６年「川とノリオ」

など戦争教材があり、戦争について考える機会がありますが、

実際に被爆したピアノを目の前にした子ども達は、その音を通

して戦争の悲惨さを感じ、平和を願っていたことと思います。

１０月１日（木）「協力して仲間との絆を深めよう」のスロ

ーガンのもと、東京方面への６学年の修学旅行がありました。

日本の文化や政治、科学、都市機能などに実際に触れなが

ら見聞を広めてきました。特に本校では、４つのテーマ別研

修の係ごとに事前に下調べ（下欄）をさせ、見通しをもって行

動できるよう準備しました。実際には計画どおりにはうまくいか

ないこともありましたが、班の子ども達同士で学び合いながら解決

し達成することができました。

自分達で計画し、見通しをもって行動
―６学年修学旅行 テーマ別研修― １０/１～２

矢来光則さん（左奥）と

被爆ピアノを演奏する福田直樹さん

ｓａｎｎん

■テーマ別学習

①国立科学博物館 ②江戸東京博物館

③科学技術館 ④ＮＨＫ放送センター

■係ごとに事前に下調べ

①移動係―移動方法・代金・乗降車時刻と駅・通路

②見所係―施設の特色・見学体験する場所のおすすめ案

③食事係―昼食場所・メニューと金額

班別研修 浅草寺・浅草仲見世通り

東京駅前で

国会議事堂で 地図板で通路を確かめ合う地下鉄東西線の電車内


